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一
一
月
九
日

ぬ
劇
作
家
と
し
て
世
間
で
名
を
成
し
て
い
る
。
《
北

野
》
は
弱
冠
お
歳
。
ま
だ
ま
だ
血
気
盛
ん
な
青
年
時

代
に
あ
る
。
佐
藤
誠
也
と
と
も
に
「
愛
入
社
」
な
る

結
社
を
興
す
。
(
「
愛
入
社
」
の
会
合
に
同
席
し
た

白
鳥
省
吾
(
明
治
お
・

2
・
幻
|
昭
和
必
・

8
・
幻
)

は
「
民
衆
派
」
詩
人
。
早
大
英
文
科
卒
。
「
ホ
イ
ツ

ト
マ
ン
詩
集
』
の
翻
訳
(
大
八
刊
)
『
民
主
的
文
芸

の
先
駆
』
(
大
八
刊
)
『
現
代
詩
の
研
究
』
(
大
一

三
刊
)
な
ど
の
評
論
集
が
あ
る
。
こ
の
少
し
後
の
大

正
十
年
九
月
に
佐
々
木
孝
丸
ら
が
「
種
蒔
く
人
」
を

創
刊
し
た
際
に
は
秋
田
悶
雀
、
有
島
武
郎
、
馬
場
孤

蝶
、
福
田
正
夫
ら
と
と
も
に
「
特
別
寄
稿
家
グ
ル

l

佐
藤
君
と
二
人
で
「
愛
入
社
」
を
お
プ
」
の
一
員
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
《
佐
々
木

こ
し
た
北
野
君
を
訪
い
、
座
に
白
鳥
孝
丸
『
風
雲
新
劇
志
』

4
ペ

ー

ジ

現

代

社

昭

和

省
吾
君
も
い
て
夕
方
ま
で
雑
談
し
た
。
担
》
)
し
か
し
結
社
運
営
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

民
衆
と
い
う
観
念
に
つ
い
て
議
論
を
ょ
う
で
あ
る
。
一
と
月
ち
ょ
っ
と
後
に
は
「
将
来
の

し

た

り

し

た

。

相

談

」

を

秋

田

に

し

て

い

る

。

秋

田

は

「

甲

州

へ

北
野
君
に
あ
い
、
将
来
の
相
談
に
あ
帰
」
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く

ず
か
っ
た
。
ぼ
く
は
甲
州
へ
帰
っ
て
「
甲
州
」
は
《
北
野
》
の
妻
・
千
加
の
郷
里
で
あ
る
。

ゆ
っ
く
り
勉
強
す
る
こ
と
を
す
す
め
《
北
野
》
に
帰
る
べ
き
故
郷
が
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
は

た

。

福

井

だ

。

秋

田

が

「

甲

州

へ

帰

」

る

こ

と

を

勧

め

た

の
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
『
北
野
の
妻
の

実
家
な
ら
ば
裕
福
で
あ
る
か
ら
婿
一
人
く
ら
い
養
う

北
野
博
美
の
大
正
時
代

1

1

折
口
信
夫
へ
の
遥
け
き
道
程
②

内

海

宏

隆

3

「
饗
態
心
理
」

l
l中
村
古
峡
へ
の
接
近
か
ら

独
立
ま
で
|
|
【
大
正
七
年
】

こ
の
年
の
「
秋
田
日
記
」
に
北
野
は
二
度
登
場
す

，。
三
月
十
九
日

」
の
年
秋
田
雨
雀
は
お
歳
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
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の
は
わ
け
も
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
将
来
に
繋
が

る
学
問
で
あ
れ
ば
許
し
て
も
く
れ
る
だ
ろ
う
』
と
い

っ
た
秋
田
の
思
惑
が
そ
こ
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
高
崎
年
譜
」
に
よ
れ
ば
福
井
商
業
学
校
中
退
と
い

う
ほ
と
ん
ど
学
歴
ら
し
い
学
歴
を
も
た
な
い
《
北

野
》
は
生
涯
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
い
た
ら
し
い
が
、

い
ざ
な
に
か
を
本
格
的
に
や
ろ
う
と
す
る
と
逆
に

(
学
歴
の
な
い
こ
と
に
)
足
を
掬
わ
れ
て
し
ま
っ
て

た
ち
ま
ち
頓
挫
し
て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。
秋
田
雨
雀
は
《
北
野
》
の
そ
ん
な
弱
点

を
見
抜
い
て
「
ゆ
っ
く
り
勉
強
す
る
こ
と
を
す
す
め

た
」
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
お
歳
と
い
う
年
齢
か
ら
い

っ
て
・
あ
る
い
は
こ
の
時
既
に
一
児
の
父
親
で
も
あ

っ
た
(
註
7
)

《
北
野
》
に
と
っ
て
今
更
学
窓
に
逆

戻
り
し
て
年
少
者
に
混
じ
っ
て
講
義
を
受
け
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
(
結
果
論
的
に
い
う
と
こ
の
の
ち

《
北
野
》
は
国
学
院
大
学
で
折
口
信
夫
の
講
義
《
源

氏
全
講
会
な
ど
》
を
聴
講
・
郷
土
研
究
会
な
ど
に
参

加
し
学
ぴ
直
す
こ
と
に
な
っ
た
。
)
福
井
よ
り
は
る

ば
る
上
京
し
て
き
て
早
稲
田
関
係
者
を
軸
に
し
て
独

自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の

に
、
今
更
都
落
ち
し
て
妻
の
実
家
で
地
味
に
勉
強
す

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
彼
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
か

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
学
歴
の
な
い
こ

と
は
結
果
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
彼
を
苦
し
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
斎
藤
昌
三
は
著
書
『
犯
人
の
好
色

家
」
の
中
で
「
彼
の
力
は
そ
れ
ら
(
性
研
究
)
を
す

る
に
は
余
り
に
貧
弱
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
非
常

な
悩
み
と
煩
悶
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
」
と

語
る
。
ま
た
《
北
野
》
の
「
無
能
力
と
人
知
れ
ぬ
虚

栄
」
を
鋭
く
指
摘
し
て
き
て
い
る
。
(
《
北
野
》
が

死
後
こ
ん
な
ふ
う
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た
原
因
の
一

つ
に
は
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。
当
時
は
学
歴
な
ど
今
ほ
ど
重
要
視
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
(
逆
に
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
風
も
あ
っ

た
)
時
代
で
あ
り
(
現
場
主
義
と
で
も
い
お
う
か
)

所
謂
「
叩
き
上
げ
」
で
世
間
を
渡
り
歩
く
人
が
少
な

く
な
か
っ
た
。
(
先
に
上
げ
た
安
成
二
郎
な
ど
も
秋
田

県
の
大
館
中
学
中
退
だ
し
、
《
北
野
博
美
》
の
従
兄

た
ち
吉
田
元
・
滝
沢
豊
ら
も
学
業
半
ば
に
し
て
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
世
界
に
入
っ
て
い
る
。
)
《
北
野
》
も

そ
の
口
で
あ
る
。
文
学
界
・
芸
能
界
・
実
業
界
な
ど

各
方
面
に
顔
の
広
い
《
北
野
》
だ
っ
た
が
、
死
後
彼

の
こ
と
を
正
し
く
語
り
伝
え
た
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な

か
っ
た
。
(
折
口
門
下
と
し
て
)
国
学
院
な
り
慶
応

な
り
を
卒
業
し
て
い
た
ら
、
《
北
野
》
は
最
古
参
の

弟
子
の
一
人
と
し
て
後
輩
諸
氏
か
ら
珍
重
さ
れ
、
死

後
も
っ
と
顕
彰
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
不
幸

中
の
幸
い
は
西
角
井
正
慶
や
高
崎
正
秀
と
い
っ
た
国

学
院
側
の
折
口
門
下
が
《
北
野
》
の
功
績
を
称
え
る

小
文
を
遺
し
て
お
い
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の

手
掛
か
り
が
な
か
っ
た
ら
お
そ
ら
く
拙
稿
は
絶
対
成

立
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
)

き
て
大
正
五
年
以
降
、
上
京
後
の
《
北
野
》
の
行

動
を
資
料
を
元
に
し
て
な
る
べ
く
精
確
に
追
っ
て
い

こ
う
と
思
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
「
秋
田
両
雀
日
記
」

の
他
で
《
北
野
博
美
》
の
名
前
を
確
認
で
き
る
一
番

古
い
資
料
は
(
前
出
し
た
)
「
愛
態
心
理
」
(
第
二

巻
第
七
号
)
の
「
第
一
同
愛
態
心
理
挙
講
習
舎
全
科

目
出
席
者
」
名
簿
で
あ
る
。

市
内
小
石
川
直
雑
司
ケ
谷
五

北
野
博
美
氏

早
稲
田
文
拳
土

「
第
一
同
愛
態
心
理
準
講
習
舎
」
は
「
斯
撃
普
及

の
目
的
を
以
て
」
大
正
七
年
四
月
二
十
一
日
よ
り
一

週
間
開
催
さ
れ
て
い
る
。
北
野
は
こ
の
年
部
歳
で
あ

る
。
「
早
稲
田
文
拳
士
」
と
い
う
《
北
野
》
の
肩
書
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は
こ
こ
で
初
め
て
目
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
「
高
崎

年
譜
」
に
あ
る
「
県
立
福
井
商
業
学
校
中
退
(
以
後

学
歴
な
し
。
こ
れ
を
ま
た
常
に
誇
り
と
し
た
)
。
」
と

い
う
叙
述
や
斎
藤
昌
三
「
交
遊
録
」
に
見
ら
れ
る

「
大
し
た
学
歴
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
記
述
に
反
す

る
事
柄
で
あ
る
。
《
北
野
》
は
早
稲
田
大
学
に
籍
を

置
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
・
な
か
っ
た
の
か
(
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
こ
れ
は
嘘
言
)
。
学
籍
は
な
く
と

も
い
く
つ
か
の
講
義
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
・
あ
る
い

は
中
退
し
た
事
実
を
隠
し
て
い
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
憶

測
は
可
能
だ
。
(
註
8
)

「
性
之
研
究
」
(
第
一
巻

第
三
号
・
一
一
三
ペ
ー
ジ
)
に
「
早
稲
田
大
挙
人
性

道
徳
研
究
舎
々
則
」
が
一
面
を
使
っ
て
出
て
い
る
。

第

f~量

本
舎
ヲ
早
稲
田
大
事
人
性
道
徳
研
究
舎

ト
稽
ス

本
舎
ハ
人
性
道
徳
ヲ
研
究
シ
賓
生
活
ト

道
徳
ト
ノ
調
和
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的

ト
ス

前
僚
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
タ
メ
毎
月
二
回

早
稲
田
大
撃
内
講
堂
ニ
於
テ
研
究
舎
ヲ

開
催
シ
ソ
ノ
都
度
講
師
ヲ
聴
シ
テ
携
任

ト
ス

第

二

僚

第

f~ 

(
中
略
)

本
舎
ハ
左
記
ニ
事
務
所
ヲ
置
ク

東
京
市
外
高
田
町
千
登
世
三
七
番
地

早
稲
田
大
挙
人
性
道
徳
研
究
合
事
務
所

顧
問
北
野
博
美
創
立
者
立
島
仙
堂
創
立
者

津

田

由

雄

幹

事

古

津

繁

市

第

二

候

以
下
「
本
舎
嘱
托
講
師
」
と
し
て
早
稲
田
大
学
教

授
の
五
十
嵐
力
、
医
学
博
士
羽
太
鋭
治
、
早
稲
田
大

学
講
師
吉
田
源
次
郎
・
田
中
王
堂
・
早
稲
田
大
学
教

授
武
田
豊
太
郎
、
「
変
態
心
理
」
主
幹
文
学
士
中
村

古
峡
、
早
稲
田
大
学
教
授
中
桐
確
太
郎
、
文
拳
士
寺

田
精
一
、
秋
田
雨
雀
、
早
稲
田
大
学
教
授
北
吟
吉
、

「
性
之
研
究
」
主
幹
北
野
博
美
、
文
学
士
菅
原
教
造

の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
従
来
の
研

究
項
目
」
と
し
て
日
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が

そ
の
う
ち
の
七
つ
は
《
北
野
》
の
も
の
で
あ
る
。

「
従
来
の
研
究
項
目
」
に
(
大
正
七
年
五
月
以
後
)

と
い
う
断
り
書
き
が
あ
る
の
は
会
の
実
際
の
始
動
が

そ
の
こ
ろ
か
ら
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

事
務
所
の
住
所
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
東
京
市

外
高
田
町
千
登
世
三
七
番
地
」
は
雑
誌
「
性
之
研

究
」
の
奥
付
に
あ
る
印
刷
兼
編
輯
者
北
野
千
加
並
び

に
発
行
所
「
性
之
研
究
舎
」
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
。

「
早
稲
田
大
学
学
報
」
(
第
二
九
七
号
大
正
八
年

十
一
月
、
十
日
発
行
)
付
録
の
「
早
稲
田
大
学
報
告
」

の
第
十
二
項
「
各
種
の
会
合
」
欄
に
は
お
の
校
友
舎

と
訂
の
皐
生
研
究
舎
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
人
性

道
徳
研
究
舎
」
の
名
は
「
撃
生
研
究
舎
」
の
ひ
と
つ

と
し
て
確
認
で
き
る
。
学
生
研
究
会
は
「
皐
生
の
正

科
以
外
の
研
究
に
資
し
且
師
弟
の
交
誼
を
親
密
な
ら

し
む
る
為
め
講
師
或
は
先
輩
名
士
を
聴
し
」
て
聞
か

れ
る
会
合
と
し
て
大
学
当
局
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
た
。

「
早
稲
田
大
挙
人
性
道
徳
研
究
舎
」
は
大
正
八
年
の

時
点
で
一
応
大
学
当
局
の
公
認
団
体
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
(
し
か
し
大
正
七
、
九
年
度
版
「
早
稲
田
大

学
報
告
」
に
「
人
性
道
徳
研
究
舎
」
の
名
称
を
見
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
)
「
人
性
道
徳
研
究

舎
」
は
(
新
井
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
)
「
と
も
か

く
文
芸
界
や
芸
能
界
に
も
知
人
が
多
か
っ
た
」
《
北

野
》
ゆ
え
に
作
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
多
分
に
私
的

な
要
素
の
強
い
団
体
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
(
大
正
九

年
二
月
七
日
付
の
「
悶
雀
日
記
」
に
は
「
正
午
か
ら

早
稲
田
大
学
へ
ゆ
く
。
「
将
来
の
芸
術
に
於
け
る

『
性
』
の
位
置
」
と
い
う
講
演
を
し
た
。
帰
り
に
北

野
君
の
と
こ
ろ
に
よ
り
、
性
慾
の
問
題
、
女
性
問
題
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理
の
研
究
』
(
大
八
刊
)
、
『
大
本
教
の
解
剖
』
(
大
範
学
校
・
東
京
高
等
女
子
師
範
学
校
な
ど
で
心
理
学

九
刊
)
、
「
少
年
不
良
化
の
径
路
と
教
育
』
(
大
一

O

の
講
師
を
勤
め
て
い
た
男
で
あ
る
。
田
中
王
堂
と
の

刊
)
な
ど
が
あ
る
。
」
と
あ
る
。
中
村
と
《
北
野
》
つ
き
あ
い
の
延
長
線
上
に
菅
原
教
造
は
い
た
も
の
と

と
は
ど
こ
で
繋
が
っ
た
の
か
。
そ
の
あ
た
り
の
い
き
思
わ
れ
る
。
こ
の
人
が
三
宅
雪
嶺
の
主
宰
す
る
「
女

さ
つ
は
広
瀬
千
香
が
「
山
中
笑
翁
片
影
」
(
『
山
中
性
日
本
人
」
の
編
集
に
携
わ
り
、
広
瀬
千
香
に
原
稿

共
古
ノ

l
ト
』
第
二
集
)
で
説
明
し
て
く
れ
て
い
る
。
を
依
頼
し
た
(
註

9
)
こ
と
は
千
香
女
の
発
言
に
明

ら
か
(
註
叩
)
で
あ
る
。
私
の
調
べ
た
限
り
で
は
菅

原
に
は
戦
後
服
装
文
化
関
係
の
著
作
が
一
二
あ
る
ば

か
り
で
、
残
念
な
が
ら
北
野
と
の
進
退
や
「
縦
覧
態
心

理
」
で
の
活
動
な
ど
を
著
し
た
記
録
は
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
。
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に
つ
き
、
ま
じ
め
な
話
を
し
た
。
(
早
稲
田
大
学
人

性
道
徳
研
究
会
の
講
演
を
は
た
し
た
の
で
愉
快
で
あ

っ
た
。
)
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ
の
会
の
実
際

の
活
動
状
況
の
一
端
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
し
か
し

こ
の
講
演
の
記
録
も
「
学
報
」
に
は
掲
載
き
れ
て
い

な
か
っ
た
。
大
学
当
局
に
対
し
て
届
け
出
の
な
い
ま

ま
講
演
会
は
催
さ
れ
た
の
か
。
あ
る
い
は
報
告
の
時

期
が
遅
か
っ
た
の
か
。
「
舎
則
」
に
調
つ
で
あ
る
よ

う
に
実
際
「
毎
月
二
回
早
稲
田
大
皐
内
講
堂
テ
於
テ

研
究
舎
ヲ
開
催
、
ン
」
て
い
た
か
ど
う
か
も
疑
問
が
残

る
。
)

ま
た
こ
の
年
《
北
野
博
美
》
は
「
早
稲
田
大
皐
人

性
道
徳
研
究
舎
」
と
並
行
き
せ
て
、
中
村
古
峡
主
宰

の
「
饗
態
心
理
」
へ
と
接
近
し
て
い
る
。
雑
誌

「
愛
態
心
理
」
主
宰
中
村
古
峡
と
は
な
に
も
の
か
か
。

「
新
潮
日
本
文
学
辞
典
」
に
よ
れ
ば
「
な
か
む
ら
こ

き
ょ
う
明
治
一
四
・
二
・
二
O

|
昭
和
二
七
・
九
・

一
四
(
一
八
八
一
一
九
五
二
)
小
説
家
、
医
師
。
広
瀬
千
香
に
よ
る
と
《
北
野
》
は
菅
原
教
造
の
紹

本
名
奈
(
し
げ
る
)
。
奈
良
県
生
ま
れ
。
東
大
英
文
介
で
「
愛
態
心
理
」
編
集
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

科
卒
。
し
ば
ら
く
『
東
京
朝
日
新
聞
』
記
者
を
勤
め
、
と
い
う
。
菅
原
教
造
は
明
治
H
年
新
潟
県
生
ま
れ
、

夏
目
激
石
と
交
渉
を
も
ち
、
小
説
『
殻
』
(
大
二
同
刊
年
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
(
心
理
学

刊
)
を
書
い
た
。
大
正
六
年
『
変
態
心
理
』
を
創
刊
。
専
攻
)
卒
業
後
、
大
正
七
八
年
こ
ろ
は
女
子
英
学
塾

昭
和
三
年
東
京
医
専
を
卒
業
し
て
開
業
。
『
変
態
心
(
現
在
の
津
田
塾
)
・
東
京
美
術
学
校
・
東
京
高
等
師

大
正
七
年
こ
ろ
、
品
川
御
殿
山
に
お
住
ま
ひ
の
中

村
古
峡
氏
は
、
「
変
態
心
理
」
を
刊
行
し
て
ゐ
た
が
、

北
野
は
そ
の
雑
誌
の
編
集
を
し
て
ゐ
た
。
古
峡
氏
は

帝
大
文
科
の
出
で
、
初
め
の
頃
は
文
学
を
志
し
、
小

説
「
灰
燈
」
(
?
)
を
発
表
し
て
ゐ
る
が
、
変
態
心

理
の
研
究
に
は
い
り
、
後
に
は
治
療
上
、
改
め
て
医

科
を
修
め
て
、
千
葉
で
医
者
と
な
っ
た
方
で
あ
る
。

品
川
の
時
代
、
北
野
は
中
村
氏
の
親
友
菅
原
教
造
氏

に
紹
介
さ
れ
た
。

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

と
も
か
く
《
北
野
》
は
「
第
一
同
愛
態
心
理
撃
講

習
舎
」
以
来
こ
の
会
へ
積
極
的
な
係
わ
り
を
持
つ
こ

と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
「
愛
態
心
理
」
と
は
い
か
な

る
雑
誌
な
の
か
。
「
愛
態
心
理
」
創
刊
号
(
大
正
六

年
十
月
十
日
発
行
)
の
「
発
刊
の
辞
」
に
は
こ
う
あ

ヲ
令
。

精
一
脚
と
肉
強
と
は
一
枚
の
紙
の
表
と
裏
と
の
や
う

な
関
係
に
立
っ
て
居
り
ま
す
。
全
然
同
一
の
物
で
な

い
ま
で
も
、
切
り
離
し
て
別
々
の
物
に
す
る
こ
と
は

絶
釣
に
出
来
ま
せ
ん
。
そ
し
て
大
抵
の
場
合
に
於
て
、

所
謂
精
神
上
の
故
障
は
肉
健
上
の
故
障
を
伴
ふ
も
の

で
あ
り
、
所
謂
肉
健
上
の
疾
病
は
所
謂
精
一
脚
上
の
疾

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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病
で
あ
り
ま
す
。
少
く
と
も
此
二
つ
の
物
は
、
つ
ね
か
ら
柳
田
国
男
が
「
幽
霊
思
想
の
愛
遷
」
を
そ
れ
ぞ
一
つ
の
国
や
地
域
に
伝
わ
る
心
意
伝
承
な
ど
民
俗

に
互
に
原
因
結
果
の
関
係
を
有
ち
合
っ
て
居
る
の
で
れ
寄
稿
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ネ

l
ミ
ン
学
/
民
族
学
延
い
て
は
文
化
人
類
学
の
領
域
ま
で
を

あ

り

ま

す

。

グ

か

ら

と

も

す

る

と

エ

ロ

グ

ロ

ナ

ン

セ

ン

ス

な

内

容

も

含

み

込

ん

だ

「

ご

っ

た

煮

的

な

も

の

」

で

あ

っ

た

。

き
れ
ば
肉
鐙
的
な
る
と
精
一
紳
的
な
る
と
を
聞
は
ず
、
を
想
像
し
て
し
ま
う
向
き
も
あ
る
が
、
実
際
は
自
然
「
朝
日
新
聞
記
者
」
時
代
に
培
っ
た
ジ
ャ

l
ナ
リ
ス

有
く
も
疾
病
に
関
す
る
原
理
の
閤
明
及
び
そ
の
適
用
科
学
(
医
学
方
面
山
か
ら
人
文
科
学
(
文
学
)
に
至
テ
ィ
ッ
ク
な
感
性
と
「
東
大
英
文
科
」
「
東
京
医

に
志
す
と
こ
ろ
の
人
々
は
、
す
べ
て
皆
精
一
脚
上
故
障
る
ま
で
幅
広
い
学
問
範
囲
で
人
間
の
心
理
を
研
究
し
専
」
の
文
理
両
方
を
卒
業
し
「
小
説
家
」
「
医
師
」

も
し
く
は
精
紳
上
疾
病
に
関
す
る
根
本
的
研
究
を
度
て
い
こ
う
と
い
っ
た
極
め
て
真
撃
な
指
向
性
を
も
っ
の
二
つ
の
肩
書
を
も
っ
主
宰
者
中
村
古
峡
の
試
行
性

外
視
し
て
置
く
わ
け
に
行
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
た
雑
誌
な
の
で
あ
る
。
「
変
態
」
と
い
う
言
葉
を
が
相
倹
っ
た
と
こ
ろ
で
こ
の
「
饗
態
心
理
」
な
る
雑

人
々
が
軽
視
し
て
来
た
ご
と
く
、
こ
れ
か
ら
先
き
も
『
広
辞
苑
』
で
引
く
と
第
一
義
と
し
て
「
か
わ
っ
た
誌
は
刊
行
さ
れ
た
よ
う
だ
。
新
井
氏
に
こ
の
へ
ん
の

軽
視
し
て
行
く
と
い
ふ
こ
と
を
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
形
態
。
正
常
で
な
い
状
態
。
」
と
あ
り
、
俗
に
い
う
と
こ
ろ
を
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
「
『
変
態
心
理
』
の

と
こ
ろ
で
、
精
一
脚
上
故
障
も
し
く
は
精
一
脚
上
疾
病
と
こ
ろ
の
「
変
態
性
欲
の
略
」
と
い
う
意
味
は
第
五
用
語
は
不
当
で
用
い
な
い
で
ほ
し
い
。
彼
は
心
理
学

の
根
本
的
研
究
と
い
ふ
こ
と
は
、
所
謂
饗
態
心
理
事
義
で
し
か
な
い
。
こ
の
雑
誌
名
と
て
も
ど
ち
ら
か
と
を
性
の
研
究
に
応
用
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
。
」
と

の
領
域
に
属
し
て
居
り
、
し
か
も
其
領
域
の
内
の
最
い
え
ば
「
常
態
」
の
対
義
語
、
「
異
常
」
「
超
常
」
《
北
野
》
を
弁
護
さ
れ
て
い
る
。
「
『
変
態
心
理
』

も
大
な
る
部
分
を
占
め
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
と
い
っ
た
意
味
合
い
で
「
変
態
」
な
る
語
は
用
い
ら
の
用
語
は
不
当
で
用
い
な
い
で
ほ
し
い
。
」
と
新
井

即
ち
私
共
が
日
本
精
一
脚
臨
酉
皐
舎
の
事
業
と
し
て
、
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
で
こ
そ
諸
学
問
領
氏
が
お
っ
し
ゃ
る
の
は
「
変
態
」
と
い
う
言
葉
の
響

第
一
に
先
づ
此
月
刊
雑
誌
『
嬰
態
心
理
』
を
護
行
し
、
域
聞
の
「
越
境
」
や
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ョ
ン
な
ど
珍
し
き
が
わ
れ
わ
れ
現
代
人
に
も
た
ら
す
卑
俗
な
イ
メ

l

一
面
、
精
紳
撃
墜
の
建
設
と
大
成
と
に
礎
石
を
据
ゑ
、
い
こ
と
で
は
な
い
が
当
時
と
し
て
は
そ
れ
ま
で
と
か
ジ
を
配
慮
さ
れ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
(
本
稿
を

他
面
、
一
般
に
愛
態
心
理
撃
の
稜
達
及
び
普
及
に
幾
く
一
一
万
的
で
交
差
融
合
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
精
お
読
み
い
た
だ
い
て
い
る
諸
賢
に
限
り
そ
の
よ
う
な

分
の
貢
献
を
い
た
し
た
い
と
思
ひ
立
っ
た
所
以
で
あ
紳
」
上
の
問
題
と
「
肉
慢
」
上
の
問
題
と
を
併
せ
て
誤
解
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
え
な
い
と
思
う
が
。
)

り

ま

す

。

(

以

下

略

)

考

え

て

み

よ

う

と

い

っ

た

こ

と

は

画

期

的

な

試

み

で

「

愛

態

心

理

」

大

正

七

年

七

月

号

は

大

正

七

年

四

あ
っ
た
の
だ
。
単
に
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
精
神
医
学
月
二
十
一
日
よ
り
一
週
間
に
亙
っ
て
開
催
さ
れ
た

の
範
時
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
在
で
一
言
う
と
こ
ろ
の
オ
「
第
一
同
饗
態
心
理
皐
講
習
舎
」
に
《
北
野
》
が
参

カ
ル
ト
・
怪
奇
現
象
・
超
常
現
象
と
い
っ
た
も
の
や
、
加
し
た
こ
と
の
他
、
六
月
十
六
日
に
品
川
御
殿
山
中

「
嬰
態
心
理
」
第
登
巻
綿
目
次
か
ら
幸
田
露
伴
が

「
支
那
に
於
け
る
霊
的
現
象
」
を
、
第
或
巻
綿
目
次
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思
ひ
ま
す
。
べ
氏
は
月
経
の
時
期
は
新
月
及
ぴ
満
月
ち
性
慾
釘
照
の
嬰
態
た
る
同
性
愛
、
半
陰
陽
及
ぴ
性

が
非
常
に
影
響
す
る
と
言
っ
て
を
り
ま
す
。
其
の
理
慾
目
的
行
為
の
饗
態
た
る
フ
エ
テ
イ
シ
ス
ム
ス
、
ザ

由
に
就
い
て
は
ぺ
氏
自
身
は
説
明
し
て
ゐ
な
い
や
う
デ
ィ
ス
ム
ス
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ム
ス
等
」
「
嬰
態
性
欲
」

で
す
し
、
私
は
そ
れ
を
謹
明
す
ぺ
く
何
等
の
資
料
を
に
関
す
る
も
の
と
勘
違
い
し
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か

も
有
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
/
就
き
ま
し
て
は
、
し
《
北
野
》
の
「
談
話
」
は
「
モ
ル
、
ェ

l
リ
ス
、

私
は
常
に
不
思
議
に
思
っ
て
を
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ホ

l
レ
ル
」
「
ペ
リ
コ
ス
テ
」
等
の
学
説
を
下
敷
き

(
中
略
)
・
:
月
経
、
性
慾
充
奮
分
娩
、
死
亡
な
ど
が
、
と
し
た
極
め
て
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。

北
野
氏
の
『
轡
愛
期
に
於
け
る
嬰
態
心
理
』
と
題
月
な
り
潮
な
り
に
関
係
す
る
こ
と
が
経
験
的
に
で
も
「
モ
ル
」
と
は
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
・
社

し
て
の
お
話
は
、
氏
も
努
頭
に
何
か
お
断
り
が
あ
っ
事
賓
と
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
会
学
者
モ
ル
ガ
ン

(
F
O
巧
町
田
自
一
弓
冨

2
m同
ロ
一

た
ゃ
う
で
す
が
、
あ
れ
は
寧
ろ
懲
愛
の
常
態
心
理
で
り
ま
す
ま
い
か
。
(
中
略
)
従
来
迷
信
と
し
て
一
笑
八
一
八
|
一
八
八
二
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
エ
|

あ
っ
て
、
若
し
題
の
如
く
ん
ば
、
色
情
倒
錯
の
心
理
、
に
附
さ
れ
て
来
た
中
に
も
、
意
外
に
も
科
撃
的
根
擦
リ
ス
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
心
理
学
者
問
。
ロ
弓

即
ち
性
慾
封
照
の
嬰
態
た
る
同
性
愛
、
半
陰
場
及
び
を
有
す
る
も
の
が
閑
々
あ
り
ま
す
か
ら
、
現
在
の
常
国
同
4
巴
o
n
w
巴
宏
(
一
八
五
九

i
一
九
三
九
)
の
こ

性
慾
目
的
行
為
の
饗
態
た
る
フ
エ
テ
イ
シ
ス
ム
ス
、
識
で
解
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
頭
か
ら
迷
信
な
り
と
と
で
著
書
に
「
性
心
理
の
研
究
」
「
性
本
能
の
分

ザ
デ
ィ
ス
ム
ス
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ム
ス
等
じ
就
い
て
お
話
し
て
片
附
け
て
し
ま
ふ
の
は
如
何
な
る
も
の
か
と
思
析
」
な
ど
が
あ
る
。
ホ
|
レ
ル
〉
ロ
m
z
a
E叩ロユ

し
が
あ
る
の
か
と
思
っ
て
を
り
ま
し
た
。
/
兎
に
角
ひ
ま
す
。
此
の
駄
に
於
て
ペ
リ
コ
ス
テ
の
設
や
俗
聞
は
ス
イ
ス
の
精
神
病
学
者
、
昆
虫
学
者
。
脳
お
よ
び

氏
の
性
慾
研
究
は
、
其
の
材
料
を
モ
ル
、
ェ

l
リ
ス
、
に
停
へ
ら
る
、
『
潮
時
』
の
関
係
に
何
か
設
明
が
つ
神
経
の
解
剖
、
催
眠
術
の
研
究
、
犯
罪
者
の
精
神
医

ホ
l
レ
ル
等
に
依
っ
て
求
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い
や
き
は
し
な
い
か
、
或
は
全
く
迷
信
と
し
て
葬
る
べ
き
学
な
ど
の
諸
方
面
に
大
き
な
業
績
を
あ
げ
た
。
(
べ

う
に
窺
は
れ
ま
し
た
。
き
う
し
て
嘗
日
提
出
さ
れ
た
も
の
か
、
北
野
氏
始
め
先
輩
諸
氏
の
御
教
示
を
仰
ぎ
リ
コ
ス
テ
に
つ
い
て
は
不
明
。
)
当
時
の
《
北
野
》

る
幾
多
の
材
料
の
、
聴
衆
に
取
っ
て
最
も
趣
味
あ
り
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
が
性
の
研
究
に
際
し
て
人
類
学
・
社
会
学
・
心
理
学
・

最

も

有

盆

な

も

の

で

あ

っ

た

こ

と

は

感

謝

に

堪

へ

ま

精

神

医

学

な

ど

か

な

り

帽

の

広

い

範

囲

に

取

材

し

て

せ

ん

。

/

其

の

お

話

の

う

ち

に

、

性

慾

充

奮

は

満

月

い

た

こ

と

が

伺

え

る

。

と

関

係

し

て

ゐ

る

と

い

ふ

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

あ

「

繁

態

心

理

」

十

二

月

号

で

は

「

性

慾

衝

動

の

精

れ

は

ベ

リ

コ

ス

テ

の

設

を

お

採

り

に

な

っ

た

も

の

と

榊

生

活

に

及

ぼ

す

影

響

」

と

題

さ

れ

た

四

O
O字
詰

村
義
宅
に
て
聞
か
れ
た
「
第
二
同
饗
態
心
理
談
話

舎
」
で
彼
が
「
態
愛
期
に
於
け
る
嬰
態
心
理
」
と
題

し
て
「
講
談
」
を
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
翌

月
の
「
饗
態
心
理
」
(
大
正
七
年
五
月
号
)
に
は
森

川
石
抹
な
る
記
者
の
手
に
な
る
「
第
三
岡
嬰
態
心
理

談
話
舎
雑
感
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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(
お
そ
ら
く
は
幕
末
の
大
博
徒
一
の
子
分
に
そ
の

名
の
由
来
を
も
つ
で
あ
ろ
う
)
森
川
記
者
も
ま
た

《
北
野
》
の
談
話
内
容
を
「
色
情
倒
錯
の
心
理
、
即

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代
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若
越
郷
土
研
究

四
十
三
巻
六
号

原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
三

O
枚
程
度
の
論
文
を
掲
載
の
周
辺
に
集
ま
っ
て
き
た
芝
居
好
き
な
学
生
や
役
者

す
る
に
至
っ
て
い
る
。
(
こ
の
時
は
何
の
肩
書
も
な
志
望
の
若
者
た
ち
の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

く
た
だ
北
野
博
美
の
署
名
の
み
。
)
そ
し
て
十
二
月
れ
る
。

号
の
巻
末
「
本
誌
新
年
競
謙
告
」
に
は
「
香
具
師
の
「
嬰
態
心
理
」
第
四
巻
(
大
正
八
年
六
月
i
十
二

群
集
心
理
臆
用
手
段
」
と
い
う
表
題
を
掲
げ
て
い
る
。
月
)
総
目
次
を
見
る
と

(
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
慶
応
義
塾
大
学
メ
デ
ィ
《
研
究
》
責
笑
婦
の
生
立
と
地
方
的
風
習
(
責
笑
婦

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
「
繁
態
心
理
」
第
三
巻
大
正
八
心
理
研
究
|
其
六
)

年
一
月
1
五
月
ま
で
が
欠
本
状
態
。
筆
者
未
見
。
)
《
雑
録
》
頁
(
マ
マ
)
季
の
犯
罪
と
性
的
衝
動
(
性

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
《
北
野
》
の
肩
書
が
「
本
的
現
象
の
一
観
察
l
其
五
)

誌
記
者
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
裸
鐙
董
を
眺
め
っ
、
(
性
的
現
象
の
一
観

こ

の

一

年

間

の

盛

ん

な

ア

タ

ッ

ク

が

功

を

奏

し

て

察

l
其
六
)

《
北
野
》
は
大
正
八
年
よ
り
雑
誌
「
嬰
態
心
理
」
の
婦
人
解
放
論
と
男
性
の
悩
み
(
性
的
現
象

編
集
ス
タ
ッ
フ
に
入
れ
て
も
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
の
一
観
察
|
其
七
)

姦
婦
殺
し
の
話
(
性
的
現
象
の
一
観
察
|

其
八
)

姦
婦
殺
し
の
話
(
性
的
現
象
の
一
観
察
|

其
九
)

A
君
の
話
(
性
的
現
象
の
一
観
察
|
其

十
)

な
ど
を
執
筆
し
て
い
る
。
第
四
巻
の
奥
付
で
は
こ
れ

(
第
武
巻
)
ま
で
は
「
編
輯
兼
務
行
者
中
村
泰
印

刷
者
土
谷
清
隆
」
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
「
編
輯

兼
務
行
者
中
村
薮
印
刷
者
北
野
博
美
」
と
変
わ
っ
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4

「
性
之
研
究
」
創
刊
へ
【
大
正
八
年
】

大
正
八
年
十
一
月
十
七
日
付
の
「
秋
田
日
記
」
に

は
「
夜
、
北
野
君
夫
妻
、
立
島
、
津
田
、
北
野
夫
人

妹
な
ぞ
と
い
っ
し
ょ
に
浜
田
君
を
訪
い
、
ト
ラ
ム
プ

の
相
手
に
な
っ
た
。
」
と
い
う
記
事
が
記
さ
れ
て
い

る
。
「
立
島
、
津
田
」
と
は
「
早
稲
田
大
学
人
性
道

徳
研
究
会
」
の
「
創
立
者
」
「
立
島
仙
堂
、
津
田
由

雄
」
の
二
人
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
「
浜
田
君
」
に
つ

い
て
は
不
明
。
お
そ
ら
く
彼
ら
は
当
時
、
秋
田
雨
雀

て
い
る
。
「
饗
態
心
理
」
(
第
四
巻
第
六
競
大
正

八
年
十
二
月
)
の
「
編
輯
の
後
に
」
に
は
以
下
の
よ

う
な
文
章
が
無
署
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ

ら
く
《
北
野
》
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

諸
君
に
向
っ
て
こ
の
最
後
の
お
た
よ
り
を
書
き
な

が
ら
、
記
者
は
詩
人
的
の
気
持
に
な
っ
て
、
じ
っ
と

こ
の
一
年
を
眺
め
て
居
り
ま
す
。
誠
に
思
ひ
出
の
多

い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
編
輯
者
と
し
て
経
管
者
と

し
て
、
い
ろ
/
¥
筆
紙
に
呈
出
さ
れ
ぬ
や
う
な
苦
し
い

思
ひ
を
重
ね
て
来
ま
し
た
。
飴
り
一
般
的
に
知
ら
れ

て
ゐ
な
い
嬰
態
心
理
事
の
普
及
と
い
ふ
こ
と
を
目
的

と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
た
ず
専
門
撃
者

の
機
関
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
度
く
一
般
の
人
に

も
讃
ん
で
貰
ひ
た
い
と
い
ふ
貼
に
於
て
、
取
材
の
範

園
を
極
め
て
庚
く
自
由
に
、
き
う
し
て
研
究
と
趣
味

と
を
併
せ
兼
ね
る
や
う
に
と
、
い
ろ
/
¥
の
努
力
を

傾
け
て
来
ま
し
た
。
今
か
ら
振
返
っ
て
見
る
と
期
待

の
半
分
も
寅
現
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
赤
面
の
次
第
で

あ
り
ま
す
(
以
下
略
)

こ
れ
ら
の
文
章
か
ら
伺
い
知
れ
る
こ
と
は
お
そ
ら

く
《
北
野
》
は
大
正
八
年
初
頭
よ
り
雑
誌
「
嬰
態
心
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理
」
の
一
記
者
と
い
う
よ
り
も
「
編
輯
者
と
し
て
経

営
者
と
し
て
」
ほ
ぽ
こ
の
雑
誌
の
全
権
を
中
村
古
峡

よ
り
委
ね
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。
「
嬰
態
心
理
」
大
正
八
年
十
二
月
号
掲
載
の
白

楊
生
「
大
本
教
徒
の
心
理
解
剖
」
は
非
常
な
好
評
を

博
し
、
翌
九
年
よ
り
雑
誌
を
挙
げ
て
大
本
教
パ
ッ
シ

ン
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
作
っ

た
。
(
「
前
競
の
白
楊
生
の
大
本
教
攻
撃
は
賓
に
痛

快
で
し
た
。
お
蔭
で
限
が
醒
め
た
と
云
っ
て
、
わ
ざ

わ
ざ
書
を
寄
せ
ら
れ
た
名
士
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
様

か
ら
も
盛
ん
な
御
聾
援
を
賜
り
ま
し
た
の
で
一
層
勇

気
が
百
倍
し
て
居
り
ま
す
。
」
「
編
輯
の
後
に
」

『
嬰
態
心
理
』
大
正
九
年
一
月
号
)
雑
誌
主
宰
の
中

村
自
身
「
大
本
教
の
迷
信
を
論
ず
」
と
題
す
る
論
文

を
七
年
七
月
号
に
載
せ
て
先
鞭
を
切
り
大
正
九
年
に

は
『
大
本
教
の
解
剖
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
(
『
嬰

態
心
理
』
大
正
九
年
十
二
月
号
「
編
輯
の
後
に
」
に

「
主
幹
の
著
書
も
お
蔭
で
好
評
を
受
け
ま
し
た
」
と

あ
る
。
)
中
村
古
峡
自
身
雑
誌
作
り
と
は
別
に
作
家

と
し
て
の
執
筆
活
動
も
あ
り
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
多
忙

を
極
め
た
た
め
か
、
結
局
「
饗
態
心
理
」
の
全
権
を

《
北
野
》
に
委
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
饗
態
心
理
」
(
大
正
八
年
十
月
号
)
「
編
輯
の

後
に
」
に
《
北
野
》
は
こ
ん
な
記
事
を
載
せ
た
。

-
此
の
欄
で
私
事
を
申
す
の
は
恐
縮
で
す
が
、
今
度

私
は
「
性
の
(
マ
マ
)
研
究
」
と
題
す
る
性
慾
研
究

の
雑
誌
を
護
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
就
い
て
は
前
競
の
本
欄
で
他
の
記
者
か
ら
一
す

紹
介
し
て
置
い
て
く
れ
ま
し
た
が
、
早
速
御
賛
同
下

さ
っ
た
諸
君
の
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
は
私
の
深
〈

感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
、
た
J
Y

蕊
に
こ
れ
ら
の

諸
君
に
針
し
て
申
謬
な
く
思
っ
て
居
り
ま
す
こ
と
は
、

後
行
の
遅
延
し
た
こ
と
で
す
が
、
本
月
十
日
頃
ま
で

に
は
必
ず
護
送
出
来
る
議
定
で
す
か
ら
、
此
段
お
詫

ぴ
寿
々
御
通
知
申
し
て
置
き
ま
す
。

し
か
し
「
性
之
研
究
」
創
刊
号
奥
付
を
み
る
限
り

「
本
月
十
日
頃
ま
で
」
の
約
束
は
ど
う
や
ら
守
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
性
之
研
究
」
創
刊
号
奥

付
に
は
「
大
正
八
年
十
二
月
十
二
日
印
刷
・
同
月
十

五
日
渡
行
・
編
輯
兼
稜
行
者
東
京
市
外
高
田
村
千

登
世
三
十
七
番
地
北
野
千
加
・
緩
行
所
東
京
市

外
高
田
村
千
登
世
三
十
七
番
地
性
之
研
究
舎
」
と

あ
る
。
「
性
之
研
究
」
の
創
刊
は
こ
れ
よ
り
更
に
二
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内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

カ
月
遅
れ
た
こ
と
に
な
る
。
「
東
京
市
外
高
田
村
千

登
世
三
十
七
番
地
」
は
《
北
野
》
が
前
年
七
月
に

「
市
内
小
石
川
匿
雑
司
ケ
谷
五
二
」
よ
り
転
居
し
た

先
で
あ
る
。
(
「
饗
態
心
理
」
大
正
八
年
七
月
号

「
編
輯
の
後
に
」
)

最
も
そ
の
兆
し
の
よ
う
な
も
の
を
「
愛
態
心
理
」

の
記
事
に
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
る
。
例
え
ば
大
正

八
年
八
月
号
の
埋
め
草
に
「
私
は
こ
れ
ま
で
も
性
慾

上
の
問
題
に
就
い
て
種
々
研
究
し
て
見
た
い
と
思
っ

て
居
り
ま
し
た
。
今
後
も
熱
心
に
虞
面
白
に
勉
強
す

る
積
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
若
し
諸
君
の
中
に

こ
れ
に
関
係
の
あ
る
経
験
、
賞
例
、
そ
の
他
、
地

方
々
々
に
於
け
る
結
婚
、
出
産
、
弁
に
男
女
関
係
上

の
風
習
、
信
仰
、
停
設
等
、
お
気
付
き
の
鮎
が
あ
り

ま
し
た
な
ら
、
お
知
ら
せ
を
願
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

云
々
。
」
と
い
う
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど

は
明
ら
か
に
来
る
べ
き
新
雑
誌
創
刊
へ
の
下
準
備
で

あ
る
。
(
こ
の
記
事
か
ら
《
北
野
》
の
興
味
の
対
象

は
今
日
の
民
俗
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
周
期
伝
承
・
口

諦
伝
承
・
心
意
伝
承
な
ど
の
領
域
に
あ
た
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
最
も
「
民
俗
学
」
と
い
う
学

問
分
野
も
確
立
さ
れ
ず
、
皆
暗
中
摸
索
で
自
分
の
興

味
・
関
心
の
対
象
を
追
い
か
け
て
い
た
時
代
の
こ
と
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若
越
郷
土
研
究

四
十
三
巻
六
号

94 

で
あ
り
、
こ
う
し
た
分
析
は
あ
く
ま
で
も
結
果
論
的

な
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
。
)

ま
た
十
一
月
号
「
編
輯
の
後
に
」
に
は
「
中
村
主

幹
、
北
野
編
輯
長
雨
人
は
、
十
月
十
三
日
か
ら
五
日

間
甲
州
方
面
の
旅
行
に
出
か
け
、
御
獄
の
仙
境
を
、

岩
崎
の
葡
萄
園
等
を
視
察
し
て
大
い
に
頭
の
洗
濯
を

し
て
来
た
。
」
と
の
報
告
が
あ
る
。
甲
州
は
《
北

野
》
の
妻
の
実
家
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。
《
北
野
》

は
近
い
将
来
に
考
え
て
い
る
「
独
立
問
題
(
暖
簾
分

け
の
お
赦
し
を
得
る
た
め
)
」
の
話
を
切
り
出
す
た

め
に
中
村
を
「
甲
州
行
」
に
誘
っ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
カ

「
愛
態
心
理
」
(
大
正
九
年
一
月
号
)
の
「
新
刊

紹
介
」
に
「
性
の
(
マ
マ
)
研
究
」
(
創
刊
競
)
の

書
評
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

本
誌
同
人
北
野
君
の
新
雑
誌
も
大
嬰
遅
れ
ま
し
た

が
、
漸
う
出
来
し
ま
し
た
。
菊
版
四
十
頁
、
僅
か
と

い
へ
ば
僅
か
で
す
が
、
自
然
界
に
於
け
る
性
の
生
活

か
ら
、
性
慾
と
迷
信
、
懸
愛
講
座
、
聖
書
や
併
典
に

現
れ
た
性
の
問
題
近
代
文
皐
や
一
脚
話
に
現
れ
た
性
の

問
題
な
ど
と
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
の
研
究
を
網
羅
し
、

そ
れ
を
同
君
濁
特
の
筆
に
書
き
こ
な
し
て
、
趣
味
豊

か
な
編
輯
振
り
を
見
せ
て
ゐ
ま
す
。
『
本
邦
唯
一
の

性
慾
研
究
雑
誌
』
と
銘
打
っ
た
の
に
見
て
も
、
同
君

の
確
信
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
。
(
一
部
定
債

廿
六
銭
市
外
高
田
村
千
登
世
性
之
研
究
舎
稜
行
)

5

「
性
之
研
究
」
の
刊
行
【
大
正
九
年
】

「
嬰
態
心
理
」
(
大
正
九
年
三
月
号
)
の
「
編
輯

の
後
に
」
で
は
「
(
前
略
)
氏
の
雑
誌
『
性
之
研

究
』
は
其
後
非
常
に
好
評
で
、
四
版
を
稜
行
す
る
運

び
に
な
っ
た
き
う
で
す
。
第
二
披
も
近
く
出
来
る
さ

う
で
す
。
」
と
あ
る
。
ま
た
「
痩
態
心
理
」
(
大
正
九

年
六
月
号
)
の
「
編
輯
の
後
に
」
で
は
「
同
人
の
北

野
博
美
君
を
相
嬰
わ
ら
ず
健
在
で
す
。
『
性
之
研
究
』

も
大
渡
展
を
し
て
、
同
君
の
鼻
息
は
嘗
る
べ
か
ら
ず

で
す
。
」
と
あ
る
。
(
筆
者
が
日
本
大
学
総
合
学
術
情

報
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
性
之
研

究
」
創
刊
競
は
「
大
正
九
年
五
月
三
十
日
発
行
」
の

「
第
五
版
」
で
あ
り
、
第
武
競
は
(
発
行
日
は
上
に

同
じ
の
)
「
第
三
版
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
こ
の

雑
誌
の
実
際
の
売
れ
行
き
を
示
す
徴
と
な
ろ
う
。
)

「
性
之
研
究
舎
」
「
早
稲
田
大
撃
人
性
道
徳
研
究

舎
」
双
方
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
こ
れ
ら
の
研
究

モ
テ
ィ

l
フ
に
「
性
」
の
問
題
が
あ
る
と
い
、
ヲ
こ
と

だ
。
《
北
野
》
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
性
の
問
題
」
に

興
味
を
持
ち
始
め
た
の
か
。
ま
た
な
ぜ
こ
う
し
た
こ

と
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
か
。
『
賓
淫
研
究
』
と

い
う
雑
誌
を
《
北
野
》
は
の
ち
大
正
日
年
四
月
に
創

刊
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
宣
伝
記
事
に

「
北
野
博
美
十
年
の
研
究
成
果
」
と
い
う
彊
い
文
句

が
あ
る
。
な
に
ぶ
ん
に
も
宣
伝
文
句
な
の
で
誇
張
は

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
《
北
野
》
の
性
の
研
究
は
逆

算
す
る
と
大
正
初
年

(
1
9
1
1
)
こ
ろ
(
北
野
四

歳
)
の
こ
ろ
よ
り
始
ま
っ
た
も
の
と
類
推
で
き
る
。

な
ぜ
《
北
野
》
の
輿
味
の
対
象
は
「
性
」
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
《
北
野
博
美
》
の
「
ヰ

タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
は
自
身
の
口
か
ら
語
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
野
晃
氏
に
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
売
淫
研
究
へ
の
志
は
ロ
シ
ア
文
学
耽
読
中
に
醸
成

さ
れ
た
か
な
ど
想
像
い
た
し
ま
す
」
「
ア
ル
ツ
イ
パ

l
シ
ェ
フ
の
性
愛
の
解
放
の
小
説
、
淫
売
婦
の
生
活

を
描
い
た
ク
ブ
レ
ー
ン
の
『
魔
窟
』
な
ど
は
よ
く
読

ん
だ
と
い
、
ま
す
」
と
い
う
お
返
事
を
い
た
だ
い
た
。

ア
ル
ツ
イ
パ
!
シ
ェ
フ
、
ク
プ
リ

l
ン
ら
の
新
し
い

小
説
を
日
本
が
受
容
し
た
の
は
明
治
も
末
の
こ
と
だ

っ
た
。
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
(
第
四
巻
事

項
昭
和
白
)
に
は
明
治
時
年
5
月
に
昇
曙
夢
の
第
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95 

二
翻
訳
集
『
露
西
亜
現
代
代
表
的
作
家
六
人
集
』
が

易
風
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て
、
「
当
時
の
文
学
青
年
た

ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
」
と
記
し
て
あ
る
。

『
六
人
集
」
に
「
収
め
ら
れ
た
の
は
パ
リ
モ
ン
ト

『
夜
の
叫
ぴ
』
、
ザ
イ
チ
ェ
フ
『
静
か
な
曙
』
、
ク

ー
プ
リ
ン
『
閑
人
』
、
ソ
ロ
グ

l
プ
『
か
く
れ
ん

ぼ
』
、
ア
ル
ツ
イ
パ

l
シ
ェ
フ
『
島
』
、
ア
ン
ド
レ

l
エ
フ
『
霧
』
と
い
っ
た
チ
エ
|
ホ
フ
以
後
の
新
し

い
小
説
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
「
明
治
・
大
正
・
昭

和
翻
訳
文
学
目
録
」
(
国
立
国
会
図
書
館
編
風
間

書
房
昭
和
担
)
を
見
る
と
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
ア
ル
ツ
ィ
パ

l
シ
ェ
フ
・
ク
プ
リ
l
ン

と
も
に
膨
大
な
数
の
訳
書
が
で
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
明
治
末
年
北
野
は
十
代
後
半
の
最
も
多
感
な
時

期
に
あ
た
り
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
文
学
ブ

l
ム
の
影
響

を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
「
後

年
も
父
は
ル
パ
シ
カ
な
ど
を
着
て
は
悦
に
い
っ
て
い

ま
し
た
」
と
晃
氏
は
語
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
『
明
治
大
正
昭
和
世
相
史
』
(
社
会
思
想
社

位
)
に
あ
た
る
と
「
大
正

3
年
ロ
月
」
の
頃
に
「
安

田
皐
月
『
生
き
る
こ
と
と
貞
操
』
、
小
倉
清
三
郎

『
性
的
生
活
と
婦
人
問
題
』
発
売
禁
止
さ
れ
る
(
こ

の
こ
ろ
か
ら

r貝
操
。
グ
性
8

に
つ
い
て
大
胆
な
発

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

言
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
る
ご
と
い
う
記
述
が
あ

り
、
雑
誌
「
嬰
態
心
理
」
並
ぴ
に
「
性
之
研
究
」
の

創
刊
さ
れ
た
大
正
と
い
う
(
厳
格
な
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
明
治
と
は
違
っ
た
)
モ
ダ
ン
で
解
放
さ
れ
た
新
し

い
時
代
の
風
を
い
く
ら
か
で
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
斎
藤
昌
三
は
そ
の
著
「
話
人
の
好
色
家
」
の
中

で
《
北
野
》
の
こ
と
を
「
性
研
究
陰
の
元
祖
」
と
呼

ぴ
、
雑
誌
「
性
之
研
究
」
を
「
こ
の
種
の
も
の
と
し

て
は
先
駆
の
方
」
と

L
て
認
め
る
。
ま
た
大
藤
時
彦

は
「
北
野
さ
ん
は
大
正
時
代
に
『
性
之
研
究
』
と
い

う
雑
誌
の
主
幹
を
さ
れ
性
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
(
中
略
)
私
の
学
ん
だ
学
校
の
掲
示
場
に
よ

く
氏
の
講
演
の
あ
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
て
い
た
。
」

と
当
時
を
物
語
る
。
(
「
北
野
博
美
さ
ん
の
業
績
」

「
臨
川
書
底
『
年
中
行
事
』
内
容
見
本
)
こ
れ
ら
を

《
折
口
選
遁
以
前
》
の
《
北
野
》
に
対
す
る
社
会
的

評
価
の
一
つ
と
し
て
記
録
に
留
め
て
お
き
た
い
。

「
性
之
研
究
舎
設
立
趣
意
書
」
の
中
に
《
北
野
》

の
趣
意
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

性
乃
研
究
舎
設
立
趣
意
書

性
の
問
題
が
、
人
類
の
個
人
的
乃
至
枇
舎
的
生
活

上
極
め
て
重
大
な
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
に
就
い

て
は
葱
に
多
く
を
述
べ
る
の
必
要
は
な
い
で
あ
ら
う
。

本
邦
に
於
て
も
、
近
時
こ
れ
が
研
究
の
必
要
を
設
〈

者
漸
く
多
き
を
見
る
に
至
っ
た
が
併
し
不
幸
に
し
て

今
日
ま
で
は
、
こ
れ
が
研
究
の
機
関
な
く
且
自
ら
進

ん
で
こ
れ
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
極
め
て
砂

な
か
っ
た
。
本
舎
の
設
立
は
正
に
如
上
の
紋
陥
を
補

は
ん
が
為
め
に
外
な
ら
な
い
の
で
、
飽
く
ま
で
も
異

警
な
態
度
で
本
問
題
の
研
究
に
従
事
す
る
と
同
時
に
、

併
せ
て
雑
誌
『
性
之
研
究
』
を
刊
行
し
て
庚
く
研
究

者
の
便
宜
と
し
、
且
は
之
れ
が
知
識
の
普
及
を
計
ら

う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
幸
ひ
に
し
て
本
舎
の
意
の
あ

る
慮
世
人
に
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
車
り
吾

曹
の
満
足
た
る
ば
か
り
で
は
な
い
。

大
正
八
年
九
月

と
か
く
こ
れ
ま
で
蔑
ま
れ
た
り
・
隠
蔽
さ
れ
が
ち

だ
っ
た
り
し
た
「
性
」
に
関
す
る
問
題
を
「
飽
く
ま

で
も
虞
撃
な
態
度
を
以
て
」
「
研
究
に
従
事
す
る
」

と
い
う
《
北
野
》
の
積
極
的
な
態
度
・
意
欲
的
な
姿

勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
筆
者
は
「
嬰
態
心
理
」
大
正
八

年
八
月
号
の
埋
め
草
に
「
兆
し
」
を
読
み
取
っ
た
が

そ
れ
よ
り
も
っ
と
以
前
に
《
北
野
》
の
腹
は
決
ま
っ
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て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
《
北
野
》
が
雑
誌

「
性
之
研
究
」
並
ぴ
に
「
性
之
研
究
会
」
で
や
ろ
う

と
し
て
い
た
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
。
「
性
之

研
究
」
創
刊
号
に
つ
け
ら
れ
た
「
性
之
研
究
舎
舎

則
」
に
《
北
野
》
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
こ
と
が
で

き
3
Q
。

-
u
 

j

な

mm
ロ
H
A

て
研
究
舎
ハ
毎
月
第
一
日
曜
午
後
一
時
ヨ
リ
東
京

神
田
匿
一
ツ
橋
撃
士
舎
事
務
所
一
一
於
テ
開
催
ス

但
舎
員
及
ビ
其
ノ
家
族
以
外
出
席
ヲ
禁
ズ

て
性
的
煩
悶
ノ
相
談
ハ
一
件
ニ
付
き
一
園
、
手
紙

ニ
テ
廃
答
ノ
場
合
ハ
其
倍
額
ト
ス
但
本
舎
舎
員

ニ
限
リ
綿
一
ア
其
半
額
ト
ス

一
、
本
舎
倉
員
ハ
本
舎
刊
行
ノ
園
書
ハ
線
テ
一
割
引

ニ
テ
購
入
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

一
、
本
舎
ハ
時
々
「
特
殊
研
究
録
」
(
非
責
書
籍
)

ヲ
刊
行
シ
、
賓
費
ヲ
以
て
舎
員
ニ
頒
ツ

参
考

月
刊
雑
誌

税
五
厘

て
月
刊
雑
誌

円
。
〈
肘
)

一
年
分
四
国
八
拾
銭 性

之
研
究

冊

参
拾
銭

印
刷

ω
愛
講
座

(
F
H
W
(
U
吋，

C
閉
山
間
以
山

(
本
舎
々
員
ニ
限
リ
四
国
五
十

銭
)

(
中
略
)

北
野
博
美
氏
著
作
目
録

一
、
宗
教
的
態
愛
の
研
究
定
債
五
拾
銭

て
世
界
に
お
け
る
性
的
生
活
の
不
安
定
債
(
蒸

園
武
拾
銭
)

一
、
費
淫
研
究
印
刷
中

(
以
下
近
刊
と
し
て
「
世
界
賓
淫
史
」
「
未
開
園
の

責
淫
的
風
習
」
「
文
明
園
に
於
け
る
責
淫
」
「
日
本

責
淫
史
」
「
責
娼
婦
の
研
究
」
「
性
慾
皐
講
話
」
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
)

郵

こ
れ
ら
の
記
録
よ
り
伺
え
る
「
性
之
研
究
会
」
の

主
な
る
活
動
は
、
雑
誌
「
性
之
研
究
」
並
び
に
「
態

愛
講
座
(
戸
開
門
、
H
d月開
ω
。
ロ
円
入
)
〈
何
)
の
月
一
回

の
発
行
、
そ
し
て
「
毎
月
第
一
日
曜
」
に
開
か
れ
る

研
究
舎
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
活
動
内
容
が
極
似

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
《
北
野
》
が
中
村
古
峡
主
宰

の
「
愛
態
心
理
」

(
1日
本
精
神
醤
問
時
五
日
)
の
活
動

の
中
で
培
っ
た
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
借
用
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
《
北
野
》
は
様
々
な
著
作

の
刊
行
を
目
論
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
性
的

煩
悶
ノ
相
談
」
と
は
お
そ
ら
く
明
治
四
一
年
浅
草
密

。ロ

蔵
院
内
に
設
立
さ
れ
た
「
煩
悶
引
受
所
」
や
津
田
順

次
郎
が
大
正
初
期
に
行
っ
て
い
た
読
者
相
談
受
付
な

ど
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
(
明

治
四
一
年
九
月
二

O
日
の
『
都
新
聞
』
に
は
、
ま
だ

出
来
て
か
ら
日
が
浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
日
の
よ

う
に
浅
草
密
蔵
院
「
煩
悶
引
受
所
」
に
一

O
人
以
上

の
人
が
訪
れ
、
住
職
松
田
密
信
師
を
初
め
、
そ
の
他

の
役
員
も
そ
の
応
接
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
様
を
報
じ

て
い
る
。
煩
悶
の
内
容
は
大
分
が
生
活
問
題
、
三
分

が
恋
愛
問
題
で
、
特
に
女
子
の
相
談
事
は
す
べ
て
恋

愛
問
題
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
流
行
に
《
北

野
》
は
乗
じ
よ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
)

「
性
的
煩
悶
相
談
所
開
設
」
の
お
知
ら
せ
が
「
責
淫

研
究
」
第
一
冊
(
「
性
之
研
究
」
第
三
巻
第
三
号
・

大
正
十
年
八
月
)
に
出
て
い
る
。
《
北
野
》
は
新
聞

記
者
時
代
に
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
て
雑
誌
「
愛

態
心
理
」
編
集
を
通
じ
て
様
々
の
ス
キ
ル
を
学
ぴ
、

ま
た
学
術
専
門
家
た
ち
と
の
接
近
・
交
流
を
深
め
て

「
独
立
」
の
下
準
備
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
裸
一
貫
福
井
よ
り
上
京
し
て

き
た
一
地
方
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
《
北
野
》
と
い
う
男

に
進
取
の
気
性
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
様
子
が
伺
え
る
。

あ
る
い
は
大
正
八
年
後
半
あ
た
り
か
ら
色
濃
く
現
出
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し
た
大
本
教
パ
ッ
シ
ン
グ
の
編
輯
方
針
に
《
北
野
》

は
疑
問
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
以
外
の
こ
と
も
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
つ
つ
、
《
他
人
の
母
屋
》

l
「
嬰
態
心
理
」
で
《
廟
》
を
借
り
て
い
た
(
編
輯

者
を
し
て
い
た
)
《
北
野
》
は
《
母
屋
》
を
盗
る
わ

け
に
も
い
か
ず
独
立
を
決
意
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
《
北
野
》
は
「
嬰
態
心
理
」
第
六
i
七
競
(
大

正
九
年
一
月
i
十
二
月
)
に
全
四
編
の
論
稿
並
び
に

エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
、
大
正
九
年
十
一
月
号
で
編
輯
者

の
座
を
笠
間
音
次
に
譲
っ
て
い
る
。

「
嬰
態
心
理
」
大
正
九
年
十
二
月
号
「
編
輯
の
後

に
」
に
は
イ
ニ
シ
ャ
ル

(K)
の
署
名
入
り
(
お
そ

ら
く
新
編
輯
者
笠
間
音
次
の
も
の
)
で
次
の
よ
う
な

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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口
同
人
北
野
博
美
君
は
、
従
来
の
「
性
の
研
究
」
の

外
に
、
今
度
又
新
に
「
轡
愛
講
座
」
を
稜
刊
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
、
非
常
に
多
忙
に
な
ら
れ
た
の
で
、

本
誌
の
編
輯
は
先
月
以
来
白
楊
生
が
嘗
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
(
「
白
楊
生
」
は
「
変
態
心
理
」
大
正

八
年
十
二
月
号
「
大
本
教
徒
の
心
理
解
剖
」
で
非
常

な
好
評
を
博
し
た
「
や
り
手
」
編
集
者
で
あ
る
。
)

内
海

北
野
博
美
の
大
正
時
代

「
性
之
研
究
」
元
年
の
大
ま
か
な
流
れ
を
掴
ん
だ

と
こ
ろ
で
雑
誌
の
様
子
も
少
し
だ
け
見
て
お
き
た
い
。

「
性
之
研
究
」
は
大
正
九
年
七
月
・
第
六
号
を
も

っ
て
第
一
巻
と
さ
れ
た
。
医
学
博
士
羽
太
鋭
治
に
よ

る
「
精
嚢
の
年
齢
的
研
究
」
の
他
は
ほ
と
ん
ど
《
北

野
》
の
手
に
な
る
原
稿
で
あ
り
、
《
北
野
》
の
個
人

雑
誌
と
言
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
七
月
「
性
之
研
究
」

特
別
号
と
し
て
「
性
的
行
事
と
し
て
の
盆
踊
の
研

究
」
を
刊
行
。
(
《
北
野
博
美
》
は
後
に
大
著
『
盆

踊
り
の
研
究
』
を
企
画
し
て
お
り
、
こ
の
「
性
的
行

事
と
し
て
の
盆
踊
の
研
究
」
は
そ
の
端
緒
と
な
っ
た

論
文
と
恩
わ
れ
る
。
)

「
性
之
研
究
」
第
二
巻
は
大
正
九
年
九
月
l
十
年

二
月
ま
で
に
六
号
五
冊
を
刊
行
(
第
五
・
六
号
が
合

併
号
の
た
め
)
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
南
方
熊
楠
よ

り
左
記
四
編
の
寄
稿
を
得
て
い
る
こ
と
だ
。

苧
石
の
事
(
上
)第

二
巻
第
二
号
(
大
正
九
年
十
月
)

苧
石
の
事
(
下
)

第
二
巻
第
三
号
(
大
正
九
年
十
一
月
)

「
苧
石
」
の
鐸
語
に
就
い
て

第
二
巻
第
四
号
(
大
正
九
年
十
二
月
)

東
洋
の
古
書
に
見
え
た
キ
ッ
ス

第
二
巻
第
五
・
六
号
(
大
正
十
年
三
月
)

そ
の
他
に
も
イ
ワ
ン
・
ブ
ロ
ツ
ホ
、
ハ
ヴ
ア
ロ
ッ

ク
・
エ
リ
ス
、
ヴ
エ
ツ
キ
、
ペ
リ
コ
ス
テ
な
ど
海
外

の
学
者
た
ち
の
論
文
の
翻
訳
や
、
嵯
峨
潤
に
よ
る
四

団
連
載
「
近
代
文
撃
に
取
扱
は
れ
た
る
性
の
問
題
」

な
ど
が
掲
載
さ
れ
《
北
野
》
の
偲
人
雑
誌
色
を
払
拭

し
よ
う
と
い
う
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。

A' 

秋
田
雨
雀
は
こ
の
年
の
五
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま

で
の
八
日
問
、
京
都
周
辺
に
遊
ん
で
い
る
。
十
六
日

付
の
「
日
記
」
に
少
し
気
に
な
る
記
事
を
見
つ
け
た
。

「
午
後
一
時
三
十
分
の
汽
車
で
神
戸
を
出
発
、
京
都

へ
き
だ
。
四
時
前
に
つ
い
た
。
林
久
男
君
が
き
て
い

た
。
三
人
で
、
谷
村
と
い
う
人
の
家
を
訪
う
。
「
仏

陀
と
幼
児
の
死
」
を
買
い
そ
ろ
え
て
い
た
。
新
村
博

士
お
よ
び
夫
人
は
じ
つ
に
感
じ
の
い
い
人
だ
。
「
土

の
子
供
」
(
園
池
、
西
、
新
村
夫
人
、
関
嬢
、
折
口

教
授
、
成
瀬
教
授
)
「
二
十
一
一
房
」
(
有
島
、
殺

人
)
故
買
(
原
)
、
新
聞
記
者
(
野
村
)
、
教
師

(
関
)
、
重
役
(
ぽ
く
)
看
視
(
新
村
博
士
)
、
そ

の
他
チ
エ
ホ
フ
の
「
犬
」
を
林
君
、
野
村
君
、
新
村

夫
人
が
や
っ
た
。
非
常
に
感
銘
の
深
い
会
で
あ
っ
た
。

(
京
都
へ
き
た
。
脚
本
朗
読
会
へ
出
席
。
)
」
(
二
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重
傍
線
筆
者
)
二
重
傍
線
を
施
し
た
部
分
の
「
折
口

教
授
」
と
は
も
し
や
折
口
信
夫
の
こ
と
で
は
あ
る
ま

い
か
。
但
し
残
念
な
こ
と
に
裏
付
け
が
と
れ
な
い
の

だ
。
(
註
日
)
折
口
の
「
年
譜
」
類
に
は
大
正
九
年

五
月
の
京
都
行
の
記
録
は
な
く
、
ま
た
折
口
が
国
学

院
大
学
で
「
教
授
」
に
昇
格
す
る
の
は
翌
々
年
の
九

月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
「
臨
時
代

理
講
師
」
の
分
際
で
し
か
な
か
っ
た
。
(
後
者
に
つ

い
て
は
秋
田
雨
雀
の
誤
解
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
事
実
の
裏
付
け
を
急
ぎ
た

い
。
)

大
正
九
年
の
段
階
で
新
村
出
を
介
し
て
秋
田
雨
雀

と
折
口
信
夫
の
聞
に
面
識
(
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

関
係
)
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
十
一
年
に
関
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
折
口
の
万
葉
集
講
座
に
北
野
を
い
ざ

な
っ
た
の
は
雨
雀
そ
の
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
可
能
性
も
出
て
く
る
。
北
野
は
そ
の
人
脈
形

成
に
お
い
て
相
当
雨
雀
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
恩
恵
を

蒙
っ
て
い
る
。
佐
藤
誠
也
や
佐
々
木
孝
丸
な
ど
の
演

劇
仲
間
は
も
と
よ
り
、
晩
年
に
至
る
ま
で
北
野
と
交

際
の
続
い
た
詩
人
・
福
士
幸
次
郎
な
ど
も
秋
田
を
介

し
て
知
り
合
い
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
折
口

信
夫
と
も
こ
の
雨
雀
を
通
し
て
知
り
合
い
に
な
っ
た

と
し
て
も
何
の
不
思
議
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
折
口

の
大
正
九
年
五
月
の
京
都
行
の
事
実
が
掴
め
れ
ば
核

心
に
一
歩
近
づ
け
る
の
だ
が
:
・
。

註

長
女
巴
児
は
大
正
六
年
七
月
三
日
に
誕
生
し
て
い
る
。

早
稲
田
大
学
校
友
会
発
行
「
会
員
名
簿
索
引
篇
」
《
平

成
二
年
度
版
》
に
「
北
野
文
次
郎
/
博
美
」
の
氏
名
記
載

は
な
し
。
つ
ま
り
北
野
は
早
稲
田
大
学
の
卒
業
生
で
は
な

い
。
保
坂
達
雄
は
「
折
口
信
夫
と
北
野
博
美
」
(
『
園
文

拳
|
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
貯
・

1
)
で
「
(
北
野
は
)

早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
ら
し
い
」
と
推
測
す
る
が
、
そ

れ
は
誤
り
。
ま
た
早
稲
田
大
学
教
務
部
学
籍
課
に
「
北
野

文
次
郎
/
博
美
」
の
早
稲
田
大
学
在
籍
の
有
無
の
調
査
を

依
頼
し
た
が
「

(
1
)
大
学
部
文
学
科
(
各
科
)
学
籍
簿

・
:
大
正
5
1
9
年

(
2
)
大
学
部
文
学
科
(
各
科
)
成
績

簿
:
・
明
治
必
年
i
大
正
4
年

(
3
)
い
ろ
は
名
簿
(
大
学

部
、
研
究
科
、
専
門
部
、
高
等
師
範
部
、
聴
講
生
)
:
・
明

治
初
年
i
大
正

8
年

(5)
得
業
生
名
簿
:
・
明
治
必
年

i
大
正

7
年

(
5
)
府
県
別
名
簿
:
・
明
治
必
年
l
大
正

7

年

(6)
研
究
科
学
籍
簿
・
:
大
正

2
年
1
7
年
」
を
(
調

査
資
料
の
範
囲
)
と
し
て
「
該
当
者
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
」
と
の
回
答
を
受
け
た
。
北
野
博
美
は
早
稲
田
大
学

に
在
籍
も
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

7 8 

9

「
反
逆
の
子
は
語
る
」
(
第
一
巻
第
二
号
大
九
・
十
)

「
恋
に
な
る
ま
で
」
(
第
一
巻
第
三
・
四
号
大
九
・
十

一
・
十
一
一
)
「
彼
女
と
三
人
の
青
年
」
(
第
二
巻
第
一
号

大
十
・
こ
「
北
野
つ
ゆ
香
」
の
筆
名
で
発
表
。

「
大
正
八
年
頃
、
『
女
性
日
本
人
』
が
創
刊
さ
れ
た
時
、

菅
原
氏
は
そ
の
編
集
を
担
当
し
た
。
こ
の
婦
人
雑
誌
へ
は
、

私
も
少
し
ば
か
り
寄
稿
し
た
。
」
広
瀬
千
香
「
山
中
笑
翁

片
影
」
『
山
中
共
古
ノ

l
ト
』
第
一
集
(
私
家
版
昭
和
必
)

『
新
村
出
全
集
』
で
見
る
限
り
折
口
と
の
関
係
は
昭
和
初

期
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
三
年
折
口
よ
り

『
寓
話
詩
』
な
る
本
を
寄
贈
さ
る
。
(
全
集
第
七
巻
)
昭

和
五
年
八
月
初
旬
国
学
院
大
学
夏
期
講
座
に
北
原
白
秋

と
と
も
に
招
か
れ
万
葉
集
の
話
を
す
る
。
(
全
集
第
十
三

巻
)
二
人
は
柳
田
国
男
を
介
し
て
知
己
に
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
昭
和
同
年
に
は
折
口
が
会
長
を
務
め
た
「
芸

能
学
会
」
の
名
誉
会
員
に
柳
田
国
男
、
笹
川
種
郎
ら
と
と

も
に
推
挙
さ
れ
て
い
る
。
(
「
芸
能
」
昭
和
国
・

5
「芸

能
学
会
資
料
・
役
員
氏
名
」
)
「
成
瀬
教
授
」
と
は
新
村

と
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た
ド
イ
ツ
文
学
者
成
瀬
無
極
の
こ

と
。
佐
々
木
孝
丸
『
風
雲
新
劇
志
』
(
悦
べ

l
ジ
)
に

「
そ
の
前
年
(
大
正
九
年
)
の
春
に
、
秋
田
き
ん
は
関
西

方
面
へ
講
演
に
招
か
れ
、
そ
の
途
次
、
京
都
で
『
カ
メ
レ

オ
ン
の
会
』
と
い
う
脚
本
朗
読
の
会
に
列
席
し
て
(
中

略
)
新
村
出
博
士
や
成
瀬
無
極
氏
、
そ
れ
に
、
そ
の
こ
ろ

同
志
社
大
学
で
イ
プ
セ
ン
の
連
続
講
義
を
し
て
い
た
有
島

10 11 
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武
郎
さ
ん
な
ど
と
い
う
、
鈴
々
た
る
顔
触
れ
で
、
そ
の
と

き
に
は
、
チ
ェ
ホ
フ
の
『
犬
」
と
、
秋
田
さ
ん
の
『
二
十

一
一
房
』
と
が
朗
読
さ
れ
た
そ
う
だ
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

明
ら
か
。
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